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緑ケ丘みんなの森(みんなの森特別緑地保全地区) 

これまでに出された意見の取りまとめ 

 

令和２年度から令和３年度にかけて，現地観察会やワークショップ，意見交換会，保全管理計

画（素案）説明会を実施しました。 

 

 

開催内容 開催日 

現地観察会 令和２年７月 18日（土） 

報告会及び意見交換会 令和２年 12月 5日（土） 

現地観察会及び意見交換会 令和３年７月 12日（日） 

ワークショップ 令和３年 11月 21日（日） 

素案説明会 令和３年 12月 19日（日） 

 

 

出された意見を以下の５つの内容に分類しました。 

１ 計画に係る内容 

２ 整備・管理に係る内容 

３ 利用に係る内容 

４ 樹木に係る内容 

５ その他 

 

次表に，取りまとめた結果を示します。 

  

資料  ３－２   
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表 これまでに出された主な意見 

１ 計画に係る内容 

1 
土壌の流出をどのように保全していくのか，大きな課題なので保全計画に盛り込んでほし

い。高木も多く夏場の避暑地としての機能もあり，公園として保全してほしい。 

2 

緑地保全地区には 3つの柱があると考える。 

 ①植物相の保全 

 ②地域住民のコミュニティの場 

 ③貴重な環境を次世代へ継承 

 仙川の緑地は子供たちが遊んでいる姿も見られるが，みんなの森では子どもの姿が見ら

れない。運営の方向性について考えなければならないと思う。 

3 
特別緑地と住民の活用を，バランスを取りながら，現在のキンラン等の植生も守り，その

範囲内で活用・利用する方法を求めていってほしい。 

4 是非ゾーニングを明確にして森を再生できるよう希望する。 

5 保全計画は，広場より緑を中心にお願いしたい。 

6 動植物の多様性を目指して頂きたい。 

7 なるべく自然を生かした保全管理計画を立案してもらいたい。 

8 地域住民の意見を十分に聴いて皆が十分納得できる保全管理計画を策定してもらいたい。 

9 公園の計画もあると思うが貴重な特別保全緑地区として守っていってほしい 

10 
子どもたちが大好きなみんなの森が安全で自然を満喫できる場所になっていけると良いと

思う。 

11 子どもたちの遊び場として欲しかったが，保全の計画があるのでしかたがない。 

12 子どもが遊べる，虫取りができるなど利用できる夢のある公園にする。 

13 
特別保全地区なので，保護と利用のせめぎあいがある。「みんなの森」であること，利用し

つつ保全も入れたい。 

14 

自然の遷移に任すと，常緑のツバキの鬱蒼とした森になりコナラもなくなる。武蔵野の縄

文の森は，人間が適度に手を加えることによって成立してきた二次林，コナラ・クヌギな

どのドングリの若い芽を大切にすること。 

２ 整備・管理に係る内容 

1 森の周囲の溝の整備。大雨と森からの土の流れが心配。 

2 回遊路や中央の広場の足元が滑って危ない。 

3 
個人が勝手に行った南東の盛土や植栽が気になっていた。全体のコンセプトに合わせて撤

去して頂きたい。 

4 木の種類が多く，管理が大切だと思う。 

5 コナラの木が多く虫等の為，枯れている事が分かった。一部カットして欲しい。 

6 
現場で笹刈をする人や落葉の処理をする人がいて，どのような権限の方か不思議に思う。

自然環境保全や公園利用など調布市としての姿勢をはっきりさせるべきだ。 

7 
調査中であっても下生えの整備は続けて頂き，見通し，風通しの良い森の管理をして欲し

い。 

8 早々にかんばん撤去してほしい。 

9 見通しがきくようにもう少し低くかりこんでいくことが望ましい。 

10 日常の公園管理も，もう少しやってほしいと思う。 

11 保全ゾーンの中に歩行スペースを作ってもらえないか。 



3 

 

12 ササ刈の管理を実施する。 

13 周回散策路を整備する 

14 
落ち葉の処理について，隣接する住民から反対があり，落ち葉溜めを撤去した経緯がある。

落ち葉をムダにしないで活用する。 

15 暗くてイメージが悪いので，気持ちよく散策できるよう明るい森に整備する。 

16 バッファーゾーンの統一感を出す。 

17 夜通れるような街灯設置，外から見通せるようにすることによって防犯にもなる。 

18 小学校から通行禁止しているが，遠回りになっているので，中を通れるように整備する。 

３ 利用に係る内容 

1 
今後どのような緑地にしていきたいのか。自然環境面だけでなく人の利用の調査はしない

のか。 

2 コミュニティの角度からの緑地管理を行政からとりくんでほしい。 

3 
バーベキューもできるか，といった点まで細かく例示して，アンケートをとったらどう

か。 

4 カブトムシ・クワガタが取れる。教育的な場所としても利用したい。 

5 
遊びの空間を作れないのか。子供が笹刈をしている方に怒られる。うまく住み分けをして

森林浴や動植物とのふれあいの場として共存できないか。 

6 
以前，落ち葉だめを許可なく家の前に作られた。周辺住民への配慮がない。 

→落ち葉ためについては，許可なくではなく，署名を行った（参加者より）。 

７ 周知するためのサインボードの設置，立入り制限を明確に示す。 

8 
園内への自転車乗り入れ，タバコ，ごみ捨てなど利用者のマナーが悪い。注意したいが，

このようなご時世なので怖くてできない。園内を守る管理の実施。 

9 出入り口に特別緑地保全地区である看板が必要。 

10 柵で立入と禁止の部分のゾーニングを明確にする。 

11 ベンチができていろいろな人と知り合いになってよかった。 

12 人が入れる場所の部分を極力抑え，少なくして，地域と連携できるようにすると良い。 

13 
昔は子どもが遊んでいた。今は前提が違う。人が多くなっているので影響が大きくなっ

ている。一定の制約のもとで利用しないと全体がダメになってしまう。 

14 
ヤマユリやキンランの咲いている時は，見えるようにする。人と自然を分けるように表示，

整備を行う。 

15 

これまで保全地域で里山の意識がなかった。看板で周知すればみんなが理解する。保育園

の先生への指導もあれば，将来的に大切に使ってもらえる。生息している生き物がわかる

と大切にする。掲示の方法による。 

16 人が入れる場所には，木と触れ合える場所が必要ではないか。 

17 
子どもではなく大人が問題である。 

森の中と街の中では違う。都市の緑地保全ということで親の指導も必要である。 

４ 樹木に係る内容 

1 
クヌギ，コナラの木がかなり成長している。枯れた木が多くなり，台風等が来て倒木にな

る心配がある。 

2 
周辺の植栽について 

・内から外の目線も大切だが，外から内への見え方を重視してほしい。 
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・出入口を明確にしてほしい。 

3 
木をどう守っていくかが重要だ（キクイムシ）。若い木だと対応できるので，どう若い木に

置き換える必要がある。 

4 

長年みてきたみんなの森。昔は中くらいの高さの木々も適度にあったと思う。雑木林とし

て健康的に成長できるように，中長期的な計画を段階的に進めて頂きたい。私たちも自然

の森を楽しみたい。貴重な植物種は残すことも重要と思う。 

5 
老木が増え動植物が減っているなど，森の老化が進んでいる。これから樹木の管理を適切

に進めて若い木に代えていきたい。 

6 ナラ枯れが見られるので，伐採し新しい木を植える。 

7 周辺の植生は 10年位の計画で少しずつやる。長期計画立ててやる。 

５ その他 

1 

これから，この森を守っていくのは子どもなので，子ども達に伝えていけるようなことを

希望する。これが出来て，理解できれば，子供たち，さらにその家族がみんなの森の利用

方法を考え行動していけると思う。 

2 他の緑地保全地区の観察会を取り入れてほしい。参考にすべき点がみつかるかもしれない。 

3 市民へ，市報，市のＨＰで広く，意見を聞いてほしい。 

4 
周辺住民と利用者は果してイコールなのか。森そのもの再構成と合わせて”人間”側の考

え方，運用方針も重要。 

5 
利用している子どもも入れた WSをして欲しい。同じ所に集まって意見交換しないと溝は埋

まらない。 

6 毎月わがもの顔で森中をあるきまわる高齢者がいる。 

7 
計画が実行される前に森が荒れてしまうのは困る。市の目が行き届くような仕組みがある

と良い。 

８ 
ごみを見つけたら住民で拾う活動をしたらよいのではないか。ごみは同じ場所にたまりや

すい。 

9 知恵を出して近隣と合意できるようにやって欲しい。 

10 
小学校のビオトープからここへガマガエルが移動するときに，道路でロードキルの被害が

見られる。なんとかしたい。 
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また，緑ケ丘児童館を利用する近隣の小学生を中心にアンケートを行いました。アンケートの

結果を以下に示します。 

〇 児童向けアンケート 

・実施時期：令和３年１１月中 

・場所：緑ケ丘児童館 

・回収数：８１件（内，中学生 2人，高校生 1人） 

児童向けアンケート 結果 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 人数 割合 備考

1年生 36 人 44.4%

2年生 18 人 22.2%

3年生 10 人 12.3%

4年生 7 人 8.6%

5年生 5 人 6.2%

6年生 1 人 1.2%

その他 4 人 4.9%
高1　1人

中1　2人

未記入１人

合計 81 人

44.4%

22.2%

12.3%

8.6%

6.2%

1.2% 4.9%

学年

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 その他

場所を知っているか 人数 割合 備考

知っている 80 人 98.8%

知らない 1 人 1.2%

聞いたことがある 0 人 0.0%

その他 0 人 0.0%

合計 81 人

98.8%

1.2%

場所を知っているか

知っている 知らない 聞いたことがある

名前を知っているか 人数 割合 備考

知っている 77 人 95.1%

知らない 3 人 3.7%

聞いたことがある 1 人 1.2%

その他 0 人 0.0%

合計 81 人

95.1%

3.7%
1.2%

名前を知っているか

知っている 知らない 聞いたことがある

行ったことはあるか 人数 割合 備考

ある 80 人 98.8%

ない 1 人 1.2%

合計 81 人

98.8%

1.2%

行ったことはあるか

ある ない

何回行ったか 人数 割合 備考

毎日 3 人 3.7%

週に1回 8 人 9.9%

1か月に1回 26 人 32.1%

めったに行かない 37 人 45.7%

その他 5 人 6.2%

未記入 2 人 2.5%

合計 81 人

3.7%
9.9%

32.1%
45.7%

6.2%
2.5%

何回行ったか

毎日 週に1回 1か月に1回 めったに行かない その他 未記入

質問５-１ 「緑
みどり

ケ
が

丘
おか

みんなの森
もり

」に行
い

ったことのある人
ひと

に聞
き

きます。 

何回
なんかい

くらい行
い

ったことがありますか？ 

質問 5-２ 「緑
みどり

ケ
が

丘
おか

みんなの森
もり

」に行
い

ったら何
なに

をしますか？（当
あ

てはまると

ころ全部
ぜ ん ぶ

に☑を入
い

れてください） 

何をするか 人数 割合 備考

通るだけ 20 人 17.5%

生き物探し 41 人 36.0%

のんびりする 11 人 9.6%

友達と過ごす 32 人 28.1%

その他 10 人 8.8%

合計 114 人

17.5%

36.0%

9.6%

28.1%

8.8%

何をするか

通るだけ 生き物探し のんびりする 友達と過ごす その他

質問４ 「緑
みどり

ケ
が

丘
おか

みんなの森
もり

」に 

行
い

ったことはありますか？  

質問３ 「緑
みどり

ケ
が

丘
おか

みんなの森
もり

」の場所
ば し ょ

を 

知
し

っていますか？ 

質問２ 「緑
みどり

ケ
が

丘
おか

みんなの森
もり

」の名前
な ま え

を

知
し

っていますか？  

 

質問１ 何年生
なんねんせい

ですか？ 

質問 5-３ 「緑
みどり

ケ
が

丘
おか

みんなの森
もり

」でできたら良
よ

いと思
おも

うことを自由
じ ゆ う

に書
か

いてください。 

・お花がいっぱい咲いていたらいいな。 ・明るくしてほしい！！ゆうぐがほしい！！ 

・おにごっこ・たんけん・むしを見つけたい。 ・みんなの森はすずしくて，リラックスをする 

・ともだちと虫やいきものをさがす。 ・ひみつきちを作りたい。 

・キャンプがしたい。 ・サッカーがしたい。 

・自ぜんをいろいろ見れたりしずかで気もち ・えだや葉でこうさくする 木のぼり 

よくのびのびできるようになりたい ・かぶとむしをさがしたい。 

・ゆうぐであそべたらいい・じめんをきれい ・みんなでバーベキューをしたい。 

にしてほしい。 （一部を抜粋して原文のまま掲載） 


